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１.水道技術管理者とは

法第19条

1.水道事業者は、水道の管理について技術上の
業務を担当させるため、水道技術管理者１人
を置かなければならない。ただし、自ら水道
技術管理者になることを妨げない。

2.水道技術管理者は、次に掲げる事項に関する
事務に従事し、及びこれらの事務に従事する
他の職員を監督しなければならない。

3.水道技術管理者は、政令で定める資格を有す
る者でなければならない。
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2.水道技術管理者の業務

第19条第2項

(1)水道施設の基準適合検査（法５条 施設基準）

（第22条の2第2項に規定する点検を含む。）

(2)給水開始前の水質検査及び施設検査（法第13条第1項）

(3)給水装置の構造及び材質の基準適合検査（法第16条）

(4)定期及び臨時の水質検査（法第20条第1項）

(5)関係者の健康診断（法第21条第1項）

(6)衛生上必要な措置（法第22条）

(7)台帳の作成（法第22条の3第1項水道施設の台帳の作成）

(8)給水の緊急停止（法第23条第1項）

(9)給水停止命令による給水停止（法第37条）
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青字：今回の法改正（令和元年10月1日施行）で新しく追加された条文

2.水道技術管理者の業務



2.水道技術管理者の業務

青字：今回の法改正（令和元年10月1日施行）で、新しく追加された

水道技術管理者の業務に関係する条文

（水道施設の維持及び修繕）
第22条の2 水道事業者は、厚生労働省令で定める基準に

従い、水道施設を良好な状態に保つため、その維持及
び修繕を行わなければならない。
2 前項の基準は、水道施設の修繕を能率的に行うため
の点検に関する基準を含むものとする。

（水道施設台帳）
第22条の3 水道事業者は、水道施設の台帳を作成し、
これを保管しなければならない。
2  前項の台帳の記載事項その他その作成及び保管に
関し必要な事項は、厚生労働省令で定める。
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3.水道技術管理者の資格
水道法第19条第3項、同法施行令第6条、同法施行規則第14条
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専攻の種別

学校の種別

土木工学又は
これに相当する課程

土木工学以外の
工学、理学、農
学、医学、薬学

工学、理学、
農学、医学、
薬学以外

衛生工学若しくは水
道工学に関する学科
目を修めて卒業

衛生工学若しくは水
道工学に関する学科
目以外を修めて卒業

大学院 １年以上 ２年以上 ４年以上 ５年以上

大学 ２年以上 ３年以上 ４年以上 ５年以上

短期大学
高等専門学校

５年以上 ６年以上 ７年以上

高等学校 ７年以上 ８年以上 ９年以上

その他

◆10年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者
◆厚生労働大臣の登録を受けた者が行う水道の管理に関する講習の課程を修
了した者

◆簡易水道・最大給水量1000m3/日以下の専用水道は実務経験年数が1/2

※水道事業等を経営する地方公共団体は、これらを参酌し、
条例で水道技術管理者の資格基準を定めている。

3.水道技術管理者の資格



4.千葉県営水道における水道技術管理者の職務の進め方

○各出先機関に、水道技術管理補助者を選任

→水道技術管理者の資格を有する出先機関のトップ

○水道技術管理補助者は、技術管理者の職務を補助

→補助者は毎月、職務執行報告書を提出。但し、異

常が認められたら、内容及び措置を速やかに報告。

6
４.千葉県営水道における水道技術管理者の職務の進め方

最終的には水道技術管理者が全て責任を持つ!



5.千葉県営水道の概要
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・昭和11年：給水開始
→順次、給水区域を拡張

・現在の給水区域：千葉市等11市
（高度経済成長に伴う湾岸埋立地
域や成田国際空港も含む）

・現在給水人口：
3,042,838人 【H30年度末】

・一日最大給水量：
1,049,734m3  【H30.7.21】

・一日平均給水量：
880,310m3  【H30年度】

・導・送・配水管路：
9,141km 【H30年度末】

・職員数 897人
【H30年度、管理者含む】

５.千葉県営水道の概要

・組織：5浄水場、14給水場、水質センター、県水お客様センター、
3水道事務所・7支所、施設整備センター
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北総浄水場

・給水開始：昭和50年6月
・給水能力：126,700m3/日
・水源：利根川
・給水区域：成田国際空港，
千葉・成田ニュータウン，
浦安市・市川市・船橋市・
習志野市の一部

6.事故事例の紹介

6. 事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～

○発生時期：昭和53年6月



6. 事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～
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出典：水道協会雑誌 平成15年10月号 32頁
「水道関連の事故事例について」
熊谷和哉（厚生労働省健康局水道課課長補佐）

空港開港日（S53.5.20)に、現地の開港粉砕集会で反対同盟の委員長
が、「水や電気、交通機関などを止め、あらゆるゲリラ活動を展開

し、成田空港を廃港に追い込む」などの宣言があった。

6.事故事例の紹介

昭和53年6月



106.事故事例の紹介

6. 事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～

＜事件を伝える新聞記事①＞

6月29日毎日・朝刊1頁 6月29日東京・朝刊1頁 6月29日朝日・朝刊1頁
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6月29日読売・朝刊20頁 6月29日千葉日報23頁6月29日読売・朝刊23頁

全国紙・地方紙、
併せて計31回
取りあげられた。

6.事故事例の紹介

6. 事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～

＜事件を伝える新聞記事②＞
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6月30日読売・朝刊23頁

○昭和53年6月28日午前11時5分頃、
沈澱池に油及び紙袋、付近の草むら
に空の20ℓ入りポリ容器6個を発見。
直ちに、取水、送水を停止し、関係
機関に通報。

○着水井、沈澱池1池から有機リン剤
（ダイアジノン）が検出されたが、
活性炭による吸着等により完全除
去できた。

○送水停止時間は、北船橋給水場間
が101時間、成田給水場間が198時
間であったものの、配水系統の変
更等により対処した結果、断水は、
北総浄水場からの直送部分60余戸
の約10時間にとどまった。

＜事件を伝える新聞記事③＞ ＜水道局の対応＞

6.事故事例の紹介

6. 事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～



6.事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～

＜対応策（当時）＞
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北総浄水場および木下取水場に外周フェンスを新設し、空港
並みに防護を固める。

具体的には

○既存の外周柵の内側に、堅牢で、更に高いフェンス
【2.4m:忍び返し付】を設け、柵を二重に巡らせる。
○赤外線警報装置を必要な個所に設け、電子サイレンと
接続し、侵入者を自動的に把握する。

○場内照明を増強して夜間の侵入を防ぐ。
○取水門、ガラス窓の防護
○ガードマンの増強
○投げ込み防止装置（道路に近い池の開口部を金網で覆う）
その他、主な浄水場・給水場等に、浄水の魚類監視水槽を
設け、浄水工程の監視を強化する。 など…
6.事故事例の紹介



6.事故事例の紹介
～ 浄水場への廃油・農薬投入事故 ～
＜現在の浄水場におけるテロ対応策[抜粋]＞
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テロのリスクも高まる→サイバー攻撃、侵入方法の高度化など。

予防保全対策も多様化が求められる。

更なる対策

○機械警備（赤外線センサー、録画機能付き監視カメラ）
○警備員の常駐・増強、巡視の強化
○沈澱池、ろ過池等の開口部への覆蓋
○センサー・アラーム付きの魚類監視装置の導入
○制御システムはクローズ化 など

浄水工程の水質監視体制も強化→浄水工程での水質検査の強
化（LC-MSMSなど）

安全・安心な水道水の安定供給に向け、不断の努力を続ける
6.事故事例の紹介



7.水道技術管理者としての私の心構え
～ これまでの業務を通じて ～
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大

小

小

影響度

頻度 大

移転 回避

保有 軽減

Risk Matrix
(リスク・マトリックス)

ここでも「安全・安心な水道水の安定供給」は、ぶれない!

7.水道技術管理者としての私の心構え



7.水道技術管理者としての私の心構え
～ これまでの業務を通じて ～
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Deming Spiral
(デミング・スパイラル)

Action Plan

DoCheck

Action Plan

DoCheck

Action Plan

DoCheck

Risk Matrix

Spiral up(スパイラル・アップ)が大事!
7.水道技術管理者としての私の心構



8.おわりに

子曰く

これを知る者はこれを好む者に如かず。

これを好む者はこれを楽しむ者に如かず。
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水道技術管理者の役割と心構え

これからも手を携えて、
信頼され続ける水道の構築を!

チームワークこそ、水道界の強み

8.おわりに

8.おわりに



ご清聴ありがとうございました
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